


Tシャツ用織りネームの付け位置：襟・裾・袖の配置、折り方、縫い付け方

Details
結論： ブランド名と原産国を表示する必要がある場合は、Tシャツ用織りネームを後ろ襟中央に縫い付けます。着心地を優先するなら脇裾のフラッグを使い、袖は補助的なブランド表示位置
として考えましょう。縫い目に挟むならセンターフォールドかループフォールド、平らに縫い付けるならエンドフォールドを選びます。薄手のジャージー生地では、襟をタグレスのプリント
マークに切り替えてください。

グッズ展開のブランドや小規模なアパレルブランドの多くは、Tシャツを一から裁断することはありません。無地ボディを仕入れ、メーカーのタグを外して、自社のTシャツ用織りネームを
縫い付けます。この計画でいちばんつまずきやすいのが付け位置です。織りネームは校正をすべて通っても、実際の衣料ではうまくいかないことがあります。伸縮する襟リブごと縫い付けて
しまうと襟の戻りが悪くなりますし、ヒートカットの切り口が肌にまっすぐ当たる折り方になってしまうこともあります。脇縫いのない筒状ボディの裾に付けようとしても、ネームを挟む縫
い目がありません。

コストが表れるのは三か所です。ざらつく織りの襟ネームは返品されたり、お客様に切り取られたりします。織りネームに関する一般の購入者の声で、最も一貫して多いのが着心地への不満
です。薄手のジャージー生地で平らに収まらないネームをほどく作業では、生産ラインの時間も失われます。最も重大なのは法的なコストです。元の襟タグを外すと、繊維組成、原産国、洗
濯表示も一緒になくなりますが、米国の規則ではこれらの情報をシャツに戻すことが求められます。

このガイドでは、カスタム織り襟ネームを発注する前に決めておくべき事項を順に解説します。どの位置がどの役割を担うか、どの折り方がどの縫い目に合うか、後ろ襟テープに合わせたネー
ムのサイズの決め方、生地の厚さ別の縫い方、そしてタグレスの襟プリントマークのほうが適している場合を取り上げます。

このガイドの内容
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襟・裾・袖の比較：付け位置の違い3.
襟ネームにタグレスのプリントマークを併用する場合と置き換える場合4.
よくある質問5.
重要ポイント6.
まとめ7.
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Tシャツ用織りネームは位置ごとにどんな役割を果たすか
織りネームはジャカード織機で作られます。色糸がネームの組織そのものに織り込まれるため、ロゴは表面に載ったインクではなく生地の一部になります。この構造が、Tシャツに付けると
きの長所と制約の両方を説明してくれます。繰り返しの洗濯にも色や輪郭のくっきり感が保たれます。一方で、あらゆる方向に伸びるニット生地に、伸びない硬い長方形のネームを縫い付け
ることになり、その切り口は熱または超音波カットで封じられています。

付け位置によって、ネームが担う役割が決まります。

後ろ襟中央： 法的な基準位置です。襟のある衣料では、FTCの繊維表示ガイダンスが、原産国の表示を襟の内側中央にあるラベルの表側に置くことを定めています[3]。ここは、
お客様がブランド名とサイズを最初に確認する場所でもあります。
脇裾： ブランド表示のための位置です。ここに付けたフラッグは着用時に見え、敏感な肌に触れることもほとんどありませんが、それ自体に法的な役割はありません。
袖： 体の側面に見え、写真にも写る補助的なブランドマークです。定番の無地アイテムよりも、限定ドロップやチームグッズに向いています。

ネームを付ける衣料に適用される米国の規則を一通り確認したい場合は、 カスタム織りタグ の製品ページにまとめています。この記事では付け位置に絞って解説します。

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-woven-fabric-tags.html


Tシャツ用織りネームの付け位置と縫い付け方：六つのステップ

ステップ1：ブランド情報と表示義務のある情報を分ける

付け位置を決める前に、シャツに表示すべき情報をすべて書き出し、それぞれをどこに置くか決めておきます。小さなロゴ用ネームでは、細い線や複数行の洗濯表示が織りネームの大きさで
は潰れてしまうため、びっしりした法定の文言をきれいに載せることはできません。米国で広く使われているのは、ブランド名を織りの襟ネームに、規制上の文言を脇縫い目のプリントラベ
ルに分ける方法です。Textile Worldは、FTCの基本要件を、対象製品すべてに必要な三項目、つまり繊維組成、原産国、製造者の識別情報とまとめています[12]。洗濯表示は、
これらに加えて別に求められる要件です。

情報 Tシャツでの表示位置 付け位置のポイント
ブランドロゴ、サイズ 襟ネーム、裾フラッグ、または袖 着心地と見え方を踏まえて自由に選択
原産国 襟の内側中央にあるラベルの表側 襟のある衣料では位置が固定 [3]

繊維組成 襟ネーム、または見やすい別ラベル 一般的な繊維名を、重量の多い順に、同等の見やすさで表示[6]

洗濯表示 恒久的なラベル（多くは脇縫い目） 製品の使用期間を通じて、取れずに読める状態を保つこと[1]

レイアウトに影響する点が二つあります。必須の表示は英語で記載する必要があること、そして繊維製品の規則では、重量比で5%未満のウール以外の繊維は、一般に「その他の繊維」と表
示できることです[4]。文言なしで洗濯表示記号だけを使う場合、米国の規則がその用途で認めているのはASTM D5489-96cの記号体系のみです[7]。実際には、これでほぼ答え
が決まります。記号と文言を併記する洗濯表示は、織りのロゴネームではなく、プリントの洗濯表示ラベルに入れるものです。

ステップ2：各ネームの付け位置を選ぶ

まず襟から始めます。シャツにほかの襟表示がない場合、襟ネームが原産国を表示しなければならないため、その位置には織りの襟ネームかプリントの襟マークのどちらかが必要です。着用
中にもブランドを見せたいなら、裾フラッグを加えます。袖ネームは、デザイン上必要な場合に限って加えてください。完成品のボディでは、袖の裾がきれいに縫いにくい場所の筆頭だから
です。

裾フラッグに決める前に、ボディの作りを確認してください。筒状ボディや脇縫いのないボディには、折ったネームを挟む脇縫い目がありません。そのようなシャツでは、フラッグを下の裾
そのものに入れる（裾をほどいて縫い直すことになります）か、裾のすぐ上に平らに縫い付けるエンドフォールドのネームにします。



ステップ3：折り方を縫い目に合わせる

折り方によって、切りっぱなしの端をどこに納めるかが決まり、それによってネームの取り付け方も決まります。サプライヤーによって用語が異なるため、見積もりを依頼するときはスケッ
チで確認してください。

折り方 見た目 取り付け方 Tシャツでの最適な位置

エンドフォールド 短い両端を裏側に折り込み、平らで端の処理された
長方形に仕上げる

折り返した両端を平らに縫い付ける、または4辺す
べてを縫い付ける

襟の内側でテープの下、筒状ボディでは裾の上に平らに、
袖の表面

センターフォールド 半分に折ってプレスし、切りっぱなしの両端を揃え
る

両端を縫い目に挟み込み、ネームがフラッグ状に垂
れる 裁断縫製の襟ぐりの縫い目、脇縫い目の裾フラッグ

ループフォールド 半分に折るがプレスせず、輪を開いたままにする 両端を縫い目に挟み込み、ネームが少し立ち上がる 見せるための裾フラッグ、後ろ襟のハンガーループ
ストレートカット 折らず、全辺をカットで封じる 4辺すべてを縫い付ける 袖や胸のワッペン風マーク。襟には推奨しない

2種類の折り方で、襟の着心地の問題の大半は解決できます。センターフォールドなら、封じた切り口が両方とも縫い目の内側に収まります。両端を縫い留めたエンドフォールドは、めくれ
上がってこすれることがありません。1辺だけを縫い付けたストレートカットの織りネームは、お客様に切り取られる可能性が最も高い付け方です。

ステップ4：後ろ襟テープに合わせて襟ネームのサイズを決める

Tシャツの後ろ襟ぐりは曲線を描いており、肩の縫い目の間のごく短い中央部分だけがほぼ直線になっています。織りネームは硬いため、その部分でしか平らに収まりません。それより幅が
広いと、両端が曲線に沿って浮き上がり、ネームが波打ったり襟ぐりの形を崩したりします。この平らな部分は、サンプルのサイズではなく、生産ロット内で最小のサイズで測り、ネームの
幅をその内側に収めて、両側にテープが見える状態にしてください。

続いて高さを決めます。

襟ぐりの縫い目に挟むセンターフォールド： 折ったネームは縫い目の下に垂れます。垂れの長さは、背身頃の奥まで届かない程度に短くしてください。長いと、めくれて薄手の生
地から透けて見えることがあります。
テープの下に縫い付けるエンドフォールド： 上端を後ろ襟テープの下端に揃え、縫い目が補強された生地に載るようにします。ネームがテープより大きく下にはみ出すと、一重の
ジャージー生地に縫い込むことになり、つれが生じます。
デザイン： ロゴは、どの辺でも折り線と縫い目から離してください。デザインの上を縫い目が通るのは、付け替えたボディで最もよく見られる外観上の不具合です。



ステップ5：生地の厚さに合わせて縫う

生地の厚さによって、硬いネームがニット生地の上でどう振る舞うかが変わります。厚さを問わず、針がニットの編み目を切らずに押し分けるよう、ボールポイント針かジャージー用の針を
使い、ネームの地色に合わせたポリエステル糸を使い、襟リブそのものには決して縫い込まないでください。リブは、シャツに頭を通すときに伸びる部分です。そこにネームを縫い付けると
伸びが固定され、縫い目に負担がかかります。

生地 一般的な挙動 推奨する縫い方

薄手のジャージー生地 ネームの輪郭や縫い目が表側に響くことがあり、つれが起こ
りやすい

後ろ襟テープまたは縫い目にのみ縫い付ける。タグレスの襟プリントと織りの裾フラッグの組み合
わせも検討する

中厚手のジャージー生地 テープに縫い付けたエンドフォールドのネームの下でも平ら
に保たれる エンドフォールドで、短い両端を縫う。着用中にネームが浮く場合に限り、長い辺も縫う

厚手のジャージー生地 4辺すべてを縫い付けたネームも、歪まず支えられる エンドフォールドまたはストレートカットを4辺に縫い付ける。裁断縫製の襟ぐりの縫い目にはセ
ンターフォールドが適している

完成品のボディに袖ネームを付ける場合は、縫う間、一重のジャージー生地の裏にティアアウェイ式スタビライザーを当て、縫い終えたら取り除きます。こうすると、ネームの下で袖がトン
ネル状に引きつれるのを防げます。



ステップ6：最初の一枚で着用・洗濯テストを行う

本生産の前に、生地と色ごとに完成品のシャツを一枚縫います。お客様に案内する洗濯表示のとおりに洗って乾かしてください。洗濯表示で水温を指定する場合は、その温度でテストします。
ケアラベリング規則では、通常の使用で145°F(63°C)までの温水を使っても製品に害がない場合に限り、ラベルで水温の表示を省略できます[5].

洗濯後、次の三点を確認します。

ネームの縁と角を手首の内側に当ててみる。後ろ襟に最も近い代わりになる部位です。
ネームが丸まったり浮いたりしていないか。
引っ張ったときに襟ぐりがきちんと元に戻るか。

そのうえで、誰かにそのシャツを丸一日着てもらいます。着心地への不満は、最初の試着ではなく長時間の着用で出てきます。

襟・裾・袖の比較：付け位置の違い

項目 後ろ襟中央 脇裾フラッグ 袖
法的な役割 襟のある衣料で原産国を表示する必須の位置 単独ではなし なし
肌への接触 常時接触し、着心地のリスクが最も高い 低い。腰に触れるのはときどきだけ 低い
着用時の見え方 見えない 側面と背面から見える 正面から、また写真で見える

一般的な折り方 縫い目に挟むセンターフォールド、またはテープの下の
エンドフォールド

脇縫い目に挟むセンターフォールドかループフォールド。
筒状ボディではエンドフォールド

平らに縫い付けるエンドフォールドまたは
ストレートカット

完成品のボディでの作業の
しやすさ 普通：元のタグを外し、テープに縫い付ける 脇縫い目があれば容易。筒状のボディでは難しい 最も難しい：一重の生地でスタビライザー

が必要
向いている用途 ブランドの核となるアイデンティティとサイズ ブランドを見せたいストリートウェアやグッズ 限定ドロップ、チームやイベント用シャツ

襟ネームにタグレスのプリントマークを併用する場合と置き換える場合

タグレスのプリントマークは、通常、内側の後ろ身頃に直接スクリーン印刷または熱転写で施すもので、ネームの縁による問題を完全になくせます。Tシャツの展開の大半は、次の三つの構
成でカバーできます。



織りの襟ネームに、プリントの脇縫い目洗濯表示ラベルを組み合わせる。 中厚手や厚手のボディで標準的な小売向けの構成です。織りネームがブランド名を担い、プリントラベル1.
が細かい規制上の文言を担います。
タグレスの襟プリントに、織りの裾フラッグを組み合わせる。 薄手のジャージー生地、パフォーマンスTシャツ、タグが苦手な方向けのシャツに向いています。織りのフラッグな2.
ら、肌に触れない位置でブランドの手触りを残せます。原産国は引き続き襟の内側中央に表示しなければならないため、プリントに含めます。
織りの襟ネームのみとし、すべての必須表示を別のプリントラベルに載せる。 ロゴが小さく、襟元をすっきりさせたいブランドに向いています。3.

一日中肌に触れるネームについては、OEKO-TEX® STANDARD 100の適合を求める購入者もいます。この規格では、製品クラスIIが肌に直接触れる製品を、製品クラ
スIが3歳までの乳幼児向け製品を対象としています。また、認証書が対象とするのは、記載された製品だけです[10]。これは任意の制度です。NISTの米国向けコンプライアンスガイドは、
はっきり線を引いています。規制は義務であり、規格は、規制が引用によって取り込まない限り任意です[8].

QRコードやリンクは、現時点では物理的な洗濯表示ラベルの代わりにはなりません。American Apparel & Footwear Association(AAFA)は2025
年三月、デジタル形式の洗濯表示を認めるようFTCに請願しましたが、その請願自体が、現行の規則では恒久的な物理ラベルが引き続き必要であることを確認しています[11]。織り、プリ
ント、刺しゅう、熱転写の各ラベルを並べて比較したい場合は、こちらをご覧ください： 織りタグの製品ページ.

よくある質問
よくある質問：織りネームを、ボディに付いている元の襟タグの上から縫い付けてもよいですか？
可能ではありますが、襟に硬い層が二層重なり、他社の製造者情報も自社製品に残ることになります。多くのブランドは元のタグを外し、必須の表示をすべて新しいものに置き換えています。
FTCの繊維製品に関するガイダンスは、繊維組成、原産国、識別情報を衣料に付けたままにすべき情報として扱っているため、ラベルを外した場合は、ロゴだけでなくこれらの情報も代わ
りのラベルに載せる必要があります [3].

よくある質問：織りの襟ネームは、片端だけ縫うべきですか、それとも両端ですか？

センターフォールドのネームは、襟ぐりの縫い目に片側の縁で挟まれ、切り口の両端は隠れます。エンドフォールドのネームは、めくれ上がってこすれないよう、短い両端を縫い付けてくだ
さい。一本の帯状のネームを襟に渡し、両端をリブに縫い付けることは避けてください。その付け方では襟ぐりが伸びなくなり、お客様が切り取らざるを得ないと言うのは、まさにこのタイ
プです。

よくある質問：Tシャツの裾フラッグには、どの折り方が最適ですか？

脇縫い目に挟んで平らにプレスしたフラッグにするならセンターフォールド、ネームを少し立ち上がらせて目を引かせたいならループフォールドを使います。脇縫いのないボディでは折った
端を留める縫い目がないため、裾のすぐ上に平らに縫い付けるエンドフォールドのほうがきれいに仕上がります。

https://jp.zigpac.com/custom-stickers/custom-woven-fabric-tags.html


よくある質問：襟をタグレスにする場合、原産国はどこに表示しますか？

やはり襟の内側中央です。襟のある衣料では、FTCのガイダンスが原産国の表示位置をそこに定めているため、タグレスのプリントマークに含めます [3]。繊維組成と識別情報は、脇縫い
目に付けたラベルなど、別の見やすいラベルに載せられます。

よくある質問：洗濯表示を襟ネームの裏面に入れてもよいですか？

はい、ただし一つ条件があります。FTCのガイダンスでは、恒久的なラベルの裏面に洗濯表示を載せられるのは、片端だけが縫い付けられていて、消費者が両面を簡単に見られる場合に限
られます[2]。両端を縫い付けたラベルは条件を満たしません。

よくある質問：米国の公式なラベル表示の参考資料は、どこにまとまっていますか？

American Apparel & Footwear Association(AAFA)は、FTCの繊維製品と洗濯表示の規則、NISTのコンプライアンスガイド、CBPの原産地ガ
イダンスへのリンクをまとめた索引を公開しています[9]。索引は道案内として使い、表示仕様を決めるときはFTCとeCFRの条文そのものを引用してください。

重要ポイント
固定された法的な役割を持つネームの位置は、襟だけです。 — 1か所の必須位置：襟のある衣料で原産国を表示するのは、襟の内側中央(出典)
ボディのタグを外すと、置き換えなければならない必須情報も一緒に失われます。 — 3つの基本表示：繊維組成、原産国、識別情報(出典)
記号のみの洗濯表示は、織りのロゴネームではなくプリントラベルに入れます。 — 文言なしで認められるのはASTM D5489-96cの記号のみ(出典)
最初の一枚は、ラベルに記載した温度で洗濯テストを行います。 — 145°F(63°C)が、洗濯表示で水温の表示を省略できる基準温度(出典)
肌に触れる製品の認証は任意で、対象は記載された製品に限られます。 — OEKO-TEXの製品クラスIは3歳までが対象(出典)
QRコードは、まだ物理的な洗濯表示ラベルの代わりにはなりません。 — デジタル表示の請願は2025年三月に提出されましたが、現行の規則では恒久的なラベルが引き続
き必要です(出典)

まとめ
Tシャツのネームの付け位置は、いくつかの固定した判断に集約されます。原産国は襟の内側中央に置きます。硬い織りの縁は、襟リブから離し、後ろ襟テープの平らな部分の内側に収めま
す。切り口が縫い目の中や折り返した端の下に隠れるよう、ネームを折ります。襟を織りネームにするかタグレスのプリントマークにするかは、生地の厚さで決めます。発注前にこれらを固
めておけば、デザイン案も見積もりも、実際の縫い付け方と一致します。

付け位置の計画が固まったら、ロゴと一緒に、 カスタム織りタグ のページからお送りください。位置、折り方、ボディの種類、生地の厚さを添えていただければ、構造についてご提案し、
承認用の織りサンプルをご用意します。
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